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1. はじめに 
ソフトウェア開発プロジェクトが失敗するひ

とつの要因として、開発チーム内での連携の不

十分さがあると言われている。その一因として、

仕様書、バグ報告などの共有すべき情報の伝達

に問題があると考えた。これらの問題を解決す

るために、Weblog を基盤とした開発支援システ

ムを提案した[1]。本稿では、開発したシステム

の概要、基盤となる Weblog システムについて述

べる。 

 

2. ソフトウェア開発支援システム 
本システムの構成を図 1 に示す。システムの

主軸となる Weblog には、プロジェクトメンバー

が開発経過、仕様、進捗状況、バグ報告、近況

などの情報(コンテンツ)を書き込む。他のメン

バーは、Weblog を閲覧することで書き手の情報

をただちに知ることができる。また、トラック

バック、コメントにより双方の意見交換ができ

る。 

本 シ ス テ ム に は 、 SNS(Social Netwoking 

Service)機構をもった開発支援部が存在し、

Weblog や RSS（RDF Site Summary）出力機能を

持ったサブシステムの RSS を取得した上で情報

を収集し、集約された結果を各メンバーに提供

する。開発支援部では、システム利用者の集合

をグループとして定義する機能があり、システ

ムの利用者は複数のグループに所属することが

できる。また、掲示板としての機能もあり、議

論やレビューを行うこともできる。 

既存の CVS(Concurrent Versions System)はソ

ース管理を行うが、本システムの CVS は、ソー

ス管理情報を RSS として出力する機能をもった

独自のものである。 

ファイルマネージャは、システム上に蓄積さ

れるファイルを統合的に管理する。これにより、

Weblog、開発支援部に蓄積あるいは生成された

ファイルを自在に利用することができる。 

 

 

 

 

図 1 システム構成 

 

3. Weblogシステム 
 本システムの Weblog システムは、従来の

Weblog の機能に加え、以下の機能を有している。

これらの機能は日々刻々と変化する仕様に柔軟

に対応することを目的とした機能である。 

3.1. 差分管理機構 
 プロジェクトでは、仕様の変更が頻繁に行わ

れる。そのため、編集前後のコンテンツの変更

点、変更履歴がわかるように差分管理機構を持

つ。コンテンツを編集後に、編集された日時と

編集前後のコンテンツの変更点を差分データと

して保存する。編集した日時からコンテンツの

変更履歴を知ることができる。さらに、差分デ

ータで管理することで、編集前後の変更点がわ

かる。最新のコンテンツを取得するには、差分

データをパッチとして当てることで取得できる。

しかし、編集の回数が増えるにつれ、必要なパ

ッチの回数が増えるので、数回に一回は、コン

テンツ本体を保存している。図 2 に、コンテン

ツの変更履歴表示画面を示す。図 3 に、変更履

歴の中から、2 つのコンテンツを選択し、変更点

を表示している画面の例を示す。 
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図 2 コンテンツ履歴確認画面 
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図 3 コンテンツの変更点表示画面 

 

3.2. コンテンツの階層関係 
コンテンツ同士に階層関係を構築するために、

コンテンツは 1 つの親と複数の子を持つことが

できる。この機能により仕様書などの文書に、

章・節・項といった階層構造を持たせることが

できる。 

3.3. コンテンツの併合・分割 
仕様の追加・変更により仕様書などのコンテ

ンツが複雑化し、冗長になる場合や、仕様の削

除、変更により仕様書が短くなり、他の仕様に

組み込んだほうがいい場合に、コンテンツを併

合、分割して整理する機能を備える。 

3.4. コンテンツの委譲 
 ユーザーが持っているコンテンツを他のユー

ザーに移譲することができる。この機能は、プ

ロジェクトからメンバーが離脱した場合に、コ

ンテンツを移譲することで、引継ぎの作業を簡

単にすることができる。 

3.5. トラックバック ping を利用したコンテン
ツの関連付け 

 本システムでは、トラックバックをコンテン

ツ同士の関連付けのために使用する。発信先か

ら発信元へのリンクだけでなく、発信元から発

信先に対してもリンクを張ることで、コンテン

ツを双方向に関連付けをする。この機能により、

コンテンツに張られたリンクをたどることで、

コンテンツがどのように関連付けられているか

を把握することができる。例えば、コンテンツ

の内容に仕様書が記述されている場合を考える。

コンテンツの関連付けにより張られたリンクを

たどることで、関連付けられている範囲を確認

することができる。仕様の変更が行われた際、

このリンクをたどることで、コンテンツの変更

が影響を及ぼす範囲を把握することができる。 

3.6. テンプレート 
 コンテンツを作成する際に、テンプレートを

使用し、書式を統一することができる。 

 

4. 実現手段 
各サブシステム間の連携は RSS とトラックバ

ック Ping を利用している。CVS はソースの管理

情報を RSS として出力する。Weblog はコンテン

ツの情報を RSS として出力する。開発支援部で

は Weblog や CVS の RSS を取得することで情報を

収集し、集約された結果を RSS として出力する。

Weblog は開発支援部、CVS から出力された RSS

を取得することで、ユーザーに集約された情報

を提供できる。 

 

5. システムを利用するメリット 
Weblog では、CVS、開発支援部から出力された

RSS を取得し、開発に必要となる情報を閲覧する

ことが可能である。つまり、システムの利用者

は Weblog を閲覧することで、最新の情報を取得

することができ、情報伝達の遅れを防ぐことが

できる。さらに、インターネットに接続できる

環境さえあれば、プロジェクトメンバーが離れ

た場所に居ても、情報交換やメンバー間での意

思疎通ができる。 

開発支援部には、グループ単位で生成される

グループページと、ユーザーが開発支援部に持

つ個人ページが存在する。グループページでグ

ループ管理者が設定した TODO などの連絡を、グ

ループに所属する個々のユーザーの個人のペー

ジに反映させ、チーム内の連絡を行える。これ

により、プロジェクトリーダーとメンバー間の

階層的な関係のコミュニケーションを図ること

ができる。さらに、グループページに存在する

掲示板を用いることで、チーム内で議論をする

ことができる。プロジェクトメンバーは、チー

ムに所属してないシステムの利用者や他のプロ

ジェクトチームのメンバーとのコミュニケーシ

ョンを図ることも可能である。 

これらの支援により、チーム内・組織内でよ

り連携の取れた効率的なソフトウェア開発が行

えるようになると考えられる。 

 

6. 今後の発展 
 今回は Weblog システムまでの実装を行った。

今後は、開発支援部、CVS を実装した上で、実際

にプロジェクトに適用し効果を検証する予定で

ある。 
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